
  
 

 

 

 

  

公立阿伎留医療センターは、医の心に重んじ、患者の

生命と健康と生活の質を考える良質の医療を実践し、

地域医療の最適化に努力します。 
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睡眠時無呼吸症候群を発症することによって、心筋梗塞や脳卒中などの合併症を呼び、命に関わる例も少なくありま

せん。日中のだるさや倦怠感は積み重なることでストレスとなり、精神疾患を患う危険性も考えられます。十分な睡眠時

間を確保しているにもかかわらず眠気が取れないと感じている方は、睡眠時無呼吸症候群を疑う必要があるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

  

■ 患者さんのご紹介方法 

① 当院へ FAX を送る 

紹介状を地域連携課まで FAX ください。 

■紹介状は貴院の書式で問題ございません。 

■予約希望日は患者さんとの調整も可能です。お気軽にご相談ください。 

②  当院から予約日をご案内する 

ご希望される診療科の予約が取れましたら、当院より貴院へ予約票を FAX にて返信いたします。 

■ 地域連携課  

TEL 042-558-0601(直通)  042-558-0321(代表) 

FAX 042-550-5190  受付）平日：8:30～17:15 

※FAXは 24時間送付可能ですが、受付時間外の予約票の送信は翌日または休み明けの対応になります 

 

 

睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 （ SAS ： Sleep Apnea 

Syndrome）は、睡眠中に呼吸が 10 秒以上止まる・浅く

なる状態が 1時間あたり 5回以上起こる病気です。 

睡眠時という性質から、自分自身では病気の存在に気づきづ

らいのが特徴です。ほかにも、大きないびきをかくという特徴も

あります。 このため、身近な人の睡眠を妨げる厄介な病気で

もあるのです。他者からのいびきの注意が最も効果的でわか

りやすい症状ですが、睡眠中の度重なる覚醒や起床時の口

の渇きなども、無呼吸発作による症状です。 

再開しています 

月・火・金曜の循環器内科外来もしくは

耳鼻科外来を受診してください 

睡眠時無呼吸症候群（SAS）受診と検査の流れ 



 

  

 

  

サルコペニアとは 

サルコペニアとは、筋肉が減少したり、筋力が低下したりする状態のことを指します。サルコペニアの一番

大きな原因は「加齢」です。ほかには「運動不足」「栄養不足」「病気による消耗」があげられますが、この

状態になると、立つ、歩くといった日常生活に必要な基本的動作が難しくなり、転倒による骨折や病気に

かかりやすくなるリスクが高まります。 

また、サルコペニアを放置すると、寝たきりや要介護の原因となり、健康寿命を縮める原因になると考えら

れています。疲れやすい、歩くのが遅くなった、転びやすくなった、やせてきた、重いものが持てない、などサ

ルコペニアの症状を訴えている方には「サルコペニア外来」の受診をおすすめします。 

 

 

サルコペニア外来について（金曜日 15時 30分～） 

この度、当医療センターでは日本大学医学部リハビリテーション医学分野新見昌央教授をお招きし、「サル

コペニア外来」を開始することとなりました。サルコペニア外来では下記のような流れで診療を行います。  

また、診療期間はおおむね半年程度で、診療期間終了後は貴院へ逆紹介させていただきます。 

「サルコペニアを予防したい」「栄養摂取や運動の方法がわからない」「病気が隠れていないかチェックしてほ

しい」などのご希望がある患者さんがおられましたら、ぜひご紹介ください。 

 

 

 

IN BODY
測定

診察
採血、ECG、
CT検査等

運動療法、
栄養相談

サルコペニアの市民公開講座を行いました 

サルコペニア外来開始に先駆けて、7 月 24 日に市民公開講座『今だから知って

おきたい「サルコペニア」の話』を開催しました。特に秋川流域の高齢化率は顕著

であるため、地域住民のみなさまも非常に高い関心を示されました。 

公開講座にご参加いただいた方から、右記のようなご意見を多数頂戴いたしま

したのでご紹介いたします。 

 

 

※予約可能なお日にちに関しては、紹介状のある方は地域連携課（直通☎042-558-0601） 

紹介状のない方は医事課（代表☎042-558-0321）までお問合せください。 

 



 

あきる野市ルピアにて開催された「健康のつどい」に参加させていただきました。健康のつどいは、あきる野市

健康のつどい運営委員会とあきる野市の主催で開催される健康づくりに関するイベントです。当院のブース

は、武井院長方の医師による医療相談、看護師による看護相談や栄養科による栄養相談を行いました。 

健康のつどいでは、地域の皆さまから食生活に関するさまざまなご相談をお受けしました。直接お話しする中

で、食事に関するお悩みだけでなく、病院へのあたたかなお気持ちを伺う機会にもなり、今後も皆さまの健康

づくりに貢献していきたいと改めて感じました。（栄養科 小針） 

健康のつどいに参加しました 

【地域連携センター紹介 Vol.1】 PFM ﾁｰﾑ 

１０月４日日曜日、公立阿伎留医療センター消防計画第9条の規定により、平日午前 9 時 15 分

に立川断層帯地震で、あきる野市でマグニチュード 7.3、震度 5 強の地震が発生したと想定し、あきる野

市日の出町の関係職員の方々及び秋川消防署の方々、地域の医師会・歯科医師会の先生方など、地

域の皆様のご協力のもと、防火防災・災害訓練を実施しました。災害対策本部及び緊急医療救護所を

立ち上げ、医師、看護師、医療スタッフにより負傷者の対応や消火活動を行い、予期せぬ災害に備える

有意義な訓練となりました。ご協力いただきました皆様にはこの場をお借りして、御礼申し上げます。 

                    市町村災害医療コーディネーター部会長 救急外来医師 雅楽川聡 

 

防火防災・災害訓練を実施しました 

PFM とは Patient flow Management の略で、病院内のつながりはもちろん、地域とのつながりで切れ

目のない医療を提供する仕組みのことです。 

PFM では、患者さんが安心して入院生活を過ごせるよう、入院前から生活背景や既往歴、服薬状況、不

安や要望などを把握し、療養生活に向けた準備を支援する役割を担っています。看護師４名体制で患者

さんやご家族への丁寧な対応を心がけるとともに、認定看護師、薬剤師、栄養士など多職種との情報共

有を通じて、一人ひとりに応じた切れ目のない医療・看護の提供につなげています。（看護師 遠藤） 

●患者家族面談対応時間（予約制）：       

９時００分～16時００分（適宜緊急入院も対応） 

●業務内容：                           

①アナムネ聴取                       

②入院前からの生活に関する説明            

③入院、手術、退院後に関する相談          

④入院時の物品説明から退院までの一連の流れ    

⑤栄養評価/褥瘡リスク評価               

⑥他職種情報共有（薬剤師、栄養士、リハビリなど）

⑦外部連携（ケアマネージャー、施設など）      

※患者さんの不安な事などご相談にも対応しています 


